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日本語で日本語を勉強します。 
いろいろな国の人と一緒に勉強します。
赤ちゃんが言葉を覚えるように、 
楽しく、自然に日本語が話せるようになります。

水野外語学院

MIZUNOGAIGOGAKUIN
〒272－0133　千葉県市川行徳駅前４－19－14
TEL：047－397－9645　FAX：047－397－3078
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皆さんにとっては、馴染みの無いスポーツの代表格かもしれない「車いすフェン
シング」競技ですが、千葉県の皆さんに競技を知っていただき、東京2020パラ
リンピックではぜひ、幕張メッセで大会を盛り上げていただきたいと思います。
車いすフェンシングというと、車いすを動かしながら闘うというイメージを
持たれる方が多いようです。しかし実際には、ピストと呼ばれる試合用の器具の
上に２台の車いすを固定した状態で、そこに
フェンサーが座って闘います。　

選手の資格は、下肢に障害があるAクラスと脊椎・頸椎損傷のBクラスの、２つに
分かれます。下肢に障害がある選手は、実際の生活では義足や補助具で歩くことが
できても、競技においては車いすに身体を固定して闘います。

フェンシング同様、車いすフェンシングにも、「フルーレ」（胴体の突きが有効）、
「エペ」（全身有効）、「サーブル」（上半身の突きと斬りが有効）の３種目が
あります。それぞれの種目ごとに使う剣や、着用するジャケットも異なります。
例えば、全身が有効面である「エペ」では車いすを突いた時に電気反応が起こら
ないように、金属の糸を編み込んだ生地で作ったスカートを腰から下に巻くのも
特徴です。試合は予選３分５本先取で勝敗を決め、決勝トーナメントでは３分ごと
に１分の休憩をはさみながら３ゲームを行い、15本先取で勝敗を決めます。

車いすフェンシングの面白さは、何と言っても「逃げ場の無い至近距離での激しい
闘い」です。通常のフェンシングは14mのピストの上で、センターラインから２m
ずつ計４ｍの距離をとって構え、お互いに足を使って間合いをとりながら攻撃の
タイミングを探ります。一方、車いすフェンシングでは、片方の選手が剣を持った
手を伸ばした時、剣の先端が相手の剣を持つ手のヒジに届く、ぎりぎりの距離で
ピストを固定し、間合いを決定します。相手選手の剣先が目の前にあるほどの至近
距離で試合がスタートする、まさに「間合いゼロ」。すばやく剣を操るコント
ロールと、闘うスピードが勝敗を分けるのです。車いすフェンシングの一流選手が
剣を動かすスピードは、フェンシングの一流選手よりも速いと言われています。また、相手の攻撃を避ける為に、
大きく上半身をのけ反らせるなど、車いすならではの身体の動きもあります。試合中のフェンサーは顔や頭を守る
ための金属マスクを被るため、遠くからだと表情が見えにくいのですが、闘いが進むにつれて重いピストが床から
浮いたり、ひっくり返ったりすることもあります。フェンサーの感情が身体の動きに現れるような激しいファイ
ティングは、迫力そのもの。ぜひ注目してみてください。車いすフェンシングは、障害のある人もない人も、同じ
土俵で闘える数少ないスポーツです。この点を生かして競技人口を増やして行きたいと考えています。

車いすフェンシング協会 検 索

NPO法人日本車いすフェンシング協会は、車いすフェンシングの普及を通して障がいの
ある人もない人も、ともに楽しめることを目標に活動する団体として、車いすフェンシングの
日本代表選手の育成にも取り組んでいます。今年４月にカナダ・モントリオールで行われた
2018ＩＷＡＳ車いすフェンシングワールドカップでは、史上最多となる銀メダル２個、
銅メダル３個のメダルを獲得しました。東京2020パラリンピックに向けて、選手たちの飛躍
と大会での活躍がますます期待されています。車いすフェンシングの競技やルールに親しみ、

会場となる幕張メッセで選手たちのサポートをしませんか。車いすフェンシング協会理事長の中村様に、競技に
ついて、また協会の活動や県民の皆さんに伝えたいことをお話いただきました。

千葉県開催のパラリンピック競技・車いすフェンシング

車いすフェンシングを応援しませんか？HP、FACEBOOKにて活動内容を発信しています！
NPO法人車いすフェンシング協会　
公式HP：https://jwfa.jimdo.com/

車いす
NPO法
公式H

障害のある人もない人も、ともに楽しもう！ 中　村　元　裕
NPO法人日本車いすフェンシング協会理事長
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千葉県で働いている外国人の数は約５万人（H29年10月厚生労働省千葉労働局HPより）。前年に比べ、
約25％増加しました。全国の約４％を占め、５年連続で増加しています。労働力不足が懸念されている農業、
漁業、建設、サービス、介護などの分野で多くの外国人に就労してもらおうという国の動きもある中、国や民間
団体による外国人労働者への日本語教育支援の取り組みが広がっています。外国人が日本で働くために必要な
日本語学習サポートについて、私たちに何ができるか考えてみませんか？

今回の研修対象となっているベトナム人が日本で働くためには一般的な日本語の取得と同時にその職業独自の
専門用語の習得と使用の能力を身に着ける必要があります。これはとても大変で努力を必要とすることだと
思います。その中で、実際の働く現場の会話は文法どおりではない場合が多いし、いろいろな言い回しが
あったり、スピードも速かったりして、うまくコミュニケーションが取れないことも多いと予想されます。
ここに私たちボランティアの役割があると思われます。まずいろいろな年齢の日本人の話す速さや言い方の
違いに慣れること、同意したり否定したり質問したりするときの会話のルールを知ること、それに併せて、
会話を通じて日本人の暮らしや地理、産業などの知識の習得のお手伝いができればいいと考えています。
何よりも私たちを通じて日本人は親切で信頼できるということを感じてもらうことが一番大切ではないかと
思います。日本の労働力不足を補うための人材という一方的な考えではなく、お互いの国の発展と国民の
幸せのために対等に力を合わせるという視点が必要ではないかと考えています。（Eさん）

ベトナムで、既に介護や看護師について大学で勉強した学生や、病院で働いていた資格のある看護師などが
参加しているようですが、Ｎ２，Ｎ３の日本語能力の上に専門用語を学ぶので、かなりハードルは高いと
思います。学生さんたちは、それなりの意欲と覚悟で来日していると思いますので、これからの専門職試験に
合格し、日本で長く働けるといいと思っています。日本は若者が少なく、これから増えるばかりの老人医療に
ベトナムの若者の力を借りことになると思いますが、ベトナム人が幻滅して日本を去るようなことがないよう、
労働環境や賃金など良い方向に改善されることを願っています。（Fさん）

研修生の方々は、非常に真面目でかつ熱心に日本語を話していました。日本全体
が人手不足という問題を抱え、少子高齢化が異常なスピードで進行している日本
にとって、真剣に考えなければならない問題だと感じています。（Cさん）

懐かしい家族にまた会えたようでとても楽しかったです。何よりも学生の学習
への意欲と真剣さに圧倒されました。海外で働こうという目標をしっかり持って
いるせいか、ベトナム国内の学生とは目の色が違いました。同時に日本という
国を信頼し期待しているということも感じました。（Dさん）

JICAで、ベトナムを訪問した際、親切にして頂いてベトナムが好きになり
ました。現在は市の介護相談員をやっており、よく介護施設を訪問しますが、
介護職員が不足していて大変なようです。私も微力ではありますが、ベトナムの
人達を支援しようと考えました。（Aさん）

小学校教師の後、2002年からタイやベトナムで日本語教師として、大学生に
日本語を教えていた経験から興味を持ちました。（Bさん）

「ベトナム人EPA看護師・介護福祉士候補者」を対象に、
６月15日から幕張国際研修センターにて、日本語研修が

行われました。平成26年から毎年実施されている研修に日本語会話練習の補助として、外国人受け入れの
現場で、活動されたボランティアの方々に感想を伺いました。　※EPAについてはp4を参照

「ベトナム人EPA看護師・介護福祉士候補者」を対象に、
６月15日から幕張国際研修センターにて、日本語研修が

行われました。平成26年から毎年実施されている研修に日本語会話練習の補助として、外国人受け入れの
現場で、活動されたボランティアの方々に感想を伺いました。　※EPAについてはp4を参照
行われました 平成26年から毎年実施されている行われました 平成26年から毎年実施されている

EPA看護師・介護福祉士候補者への日本語教育の現場からら
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当センターが運営する外国人テレホン相談の中国語の相談は、自宅にスタンバイする
通訳者を三者通話電話で繋いで通訳してもらいながら進めます。ITが発達した今日
ならではの画期的な手法で、応用すればいろいろな可能性が広がります。
通訳は当番制で、決められた日に待機してもらいます。相談に対する回答は相談員が
返すので、通訳は言葉の受け渡しに徹するのですが、的確に通訳するには高度な
理解力と正しい知識が必要です。連絡会議は、通訳者のみなさんが外国人に関わる
最新の情報を習得する場として、活用してもらっています。

◆中国語通訳ボランティア連絡会議を開催しました！　３月28日

今年度の国際フェスタCHIBAは、「第14回幕チャリ×ソラビト」、「第２回コミュニ
ティ・オープン・デイ」と同時開催で実施し、1500名の方にお越しいただきました。
国際交流・国際協力に関わる全26団体が出展し、各団体の活動紹介のほか、世界各国
の雑貨・料理・フェアトレード品等の販売、落語、着物の着付け、持続可能な開発
目標（SDGs）についてのプレゼンテーション、オリンピック・パラリンピックに
向けたボランティア説明会などを行いました。当日は天候にも恵まれ、世界の料理や
音楽パフォーマンスを楽しんだり、各団体の日頃の活動への理解を深めたりする
来場者の姿が見られました。出展団体や神田外語大学の学生や教職員の方々のご協力
のもと、来場者に国際交流・国際協力ついて理解を深め、楽しんでいただけた１日と
なりました。

◆国際フェスタCHIBA・今年度も神田外語大学で開催！　５月27日

千葉県の外国人人口が右肩上がりに増えている中（前年比9.67％）、県内で外国人相談窓口を設けている18市町村から担当者
27名が集まり、定例の意見交換会を開催しました。入管法が改正に次ぐ改正で大きく変貌しているのを受けて、よりアップ
デートな情報を学ぶために、（公財）入管協会より講師を招いて「最新の入管行政」について話を伺いました。情報交換では、
「少数言語への対応」について、各自治体に於ける工夫が披露されました。10数言語の専属通訳者がいつでも対応してくれる
端末を導入して行政サービスの現場で活用している事例、iPhoneの音声通訳機能を活用している事例、ホームページに
多言語翻訳機能を装備している事例、いずれもIT技術の躍進を感じさせる内容でした。サービス向上に向けてみなさん知恵を
絞っているのが窺え、参考になりました。

◆外国人相談者意見交換会　６月26日

千葉県国際交流センター　事 業 報 告 （平成30年３月～６月）

「国際フェスタCHIBA」では、事業ボラ
ンティア６名の方々に、神田外語大学内の
受付で、大学生と一緒に来場者へのプログ
ラムの配布や、案内をしていただきました。
活動終了後にも率先して片付けをしていた
だき、運営側も大助かりでした。休憩時間
にはフェスタの様子を見学し、国際イベント
を楽しむボランティアの方々の姿が印象的
でした。

日本地球惑星科学連合2018年大会が、今年も
幕張メッセ国際会議場で行われ、語学ボラン
ティア22名の方々に、各エリア２名ずつの
チームになって外国人来場者への受付や、会
場案内などをしていただきました。

国と地域を指定して幅広い経済関係の強化を目指して、貿易や投資の
自由化・円滑化を進めるEPA協定に基づき「ベトナムEPA看護師・介護
福祉士候補者」の受け入れが、実施されています。
平成26年度から経済産業省より日本語研修事業を受託された機関からの
依頼を受け、候補者の日本語
会話練習の補助として、今年
度は日本語ボランティアの方、
80名が活動しました。

ボランティア活動報告～皆さん　ありがとうございました！
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街
水の惑星と言われている地球ですが、この地球上には水に困っている人々が
たくさんいます。私達は蛇口をひねり当たり前のように毎日水を使って
いますが、当たり前ではない国がたくさんあります。
上総掘りをつたえる会は1981年６月に「国の文化財である上総掘りの先人の
知恵を後世に伝えるとともに水の大切さを訴え水不足に悩む東南アジアの
人々にその技術を伝承し、国際交流・国際協力に役立てる」という事を
目的に設立しました。
活動をはじめて37年が過ぎました。当会の活動エリアは主にフィリピンの
公立の小中学校です。やわらかい地層の所には上総掘りで井戸を掘り、岩盤
など上総掘りで掘る事が難しい所には機械掘りで掘る事もあります。

当会は設立当初から先輩の上総掘り職人から若い会員に技術が継承され、先輩職人と若い会員とともにフィリピンの
上総掘りメンバーに技術移転をしました。2005年の千葉県国際協力モデル事業の時には、掘削中に掘鉄管を穴に
落としてしまい、１時間半位かけて引き上げました。掘るだけでしたら簡単な事ですが、掘鉄管を落としたり
竹ひごがはずれたり…とアクシデントを解消する事が職人技で大変な事なのです。フィリピンの会員は掘削中の
アクシデントもクリアできるようになりました。
今、日本国内に上総掘り技術者が少なく、日本人の後継者を育てて行く事が
大きな課題になっております。当会には、40代の１名しかおりません。
「アジアの子どもたちにきれいな水を！」のスローガンを掲げて活動して
おりますが、井戸ばかりではなく、2007年からは、水道やトイレ建設へと
活動の巾が広がってきております。その他にも学用品・衣料品・給食を
必要と思われる学校に支援しております。
これからも毎年井戸や水道を建設し、「命の水」を贈り続け、アジアの
人々との交流を深め、少しでも生活向上の力になれればと思っております。
国内では、小中学校に水不足の国の現状と水の大切さの出前授業（今までに
千葉大学・勝浦市中学校・木更津市小学校・千葉市など）をして行きたいと
考えています。
「地球のすべての子どもたちに幸せを！」　これが私たちの願いです。

NPO法人上総掘りをつたえる会
代表理事　　高橋　文代

連絡先：高橋　文代
TEL：0438-63-1384
Email：kazusabori-society
　　　　　　　@jcom.home.ne.jp

日　程

原則毎月第1月曜

8月

9月～10月

9月～10月

10月～11月を予定

12月を予定

11月～12月を予定

事　業

外国人のための無料法律相談

インターンシップ受け入れ

国際理解セミナー

国際交流・協力等ネットワーク会議

コミュニティ通訳研修

災害時外国人サポーター養成講座

日本語ボランティア・スキルアップ講座

内　容

外国人の生活上の法的問題に弁護士、行政書士が対応（原則第1月曜　行政書士は奇数月）

県内大学の学生が当センターで業務を体験

一般県民に向け、国際理解を図る講座を開催

民間国際交流団体や市町村国際交流協会担当者による情報交換

在住外国人の生活支援に役立つ、基礎的事項を学ぶ講座

災害時に外国人をサポートする人材を育成する講座

日本語ボランティアの指導力向上を図る講座

今後の行事予定

スマートフォンやタブレット端末への表示対応、
団体・日本語教室検索の機能が追加されたほか、
英語、中国語、スペイン語の項目が、
わかりやすく表示されるようになりました！
在住外国人向けの情報提供にご活用ください！

バナー
広告
募集中！

千葉県国際交流センターの
HPにバナー広告を掲載して
みませんか？
詳細はお問合せください。

完成した井戸の前でフィリピンの子供たちと

フィリピン人ボランティアが掘っているところ
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千葉県国際交流センターが実施した、平成29年度（平成29年４月１日～平成30年３月31日）の主な事業結果は、次のとおり
です。各事業の詳細については、当財団HPでもご覧いただけます。http://www.ccb.or.jp/ccbic/budget

（１） 情報提供事業
＜ホームページによる情報発信＞
・災害等に関する最新情報、在住外国人のための生活情報や
相談業務、国際交流ボランティア制度、民間国際交流団体
及び日本語教室、国際協力情報等を紹介しました。

　（HPアクセス数：78,489回）
＜メーリングリストの運営＞
・県民や民間国際交流団体、ボランティア等が、国際交流・
協力等に関する情報を交換するための、メーリングリストを
運営・管理しました。（参加者数：546名）

＜会報「国際交流つうしん」の発行＞　
・センターの事業や民間国際交流団体の活動等を紹介しました。
　（年３回 / 発行部数：10,000部）
＜「国際交流伝言板」の発行・配信＞
・民間国際交流団体や、行政機関の事業（イベント・募集）等
を、多言語（日本語・英語・中国語・スペイン語）で、情報
提供しました。　（年３回）

＜千葉県外国人学生住居アドバイザー事業＞
・千葉県と連携して、外国人学生に対し住宅に関する情報を
提供しました。（アドバイザー：42店）

（２） 在住外国人支援事業
＜外国人テレホン相談＞
・多言語（日本語、英語、スペイン語、中国語）による電話
相談を実施し、在住外国人からの日常の生活相談に広く応じ
ました。　（相談件数：828件）

＜外国人のための無料法律相談＞
・弁護士等を招いて、外国人が抱える法律問題の解決に向け
支援しました。

　（原則月１回・７月、１月は土曜開催／相談者数：延42名）
＜多文化共生サポート制度の運営＞
・医療、福祉、教育等による生活支援を要する在住外国人に
対し、語学ボランティアを紹介。必要に応じてボランティア
活動費の支援を行いました。（紹介件数：34件）

＜災害時外国人サポーター養成講座＞
・災害発生時に支援者として活躍できるサポーターを養成する
研修を、千葉県等と共催で松戸市において開催しました。

　（11月・全２日 / 参加者数：延121名）
＜通訳ボランティア養成講座＞
・東京オリンピック・パラリンピックに向け県内での外国人
支援体制の充実を図るための通訳ボランティアを養成する
講座を実施しました。

　（７月～２月・全３日・６会場で実施／参加者数：209名）

（１） ボランティア制度等の運営
＜国際交流ボランティア制度の運営＞
・国際交流に参加するボランティアを募集・登録するとともに、
活動の場を紹介しました。（平成30年３月末現在・ボラン
ティア登録者数：語学1,579名・ホストファミリー335
家庭・文化255名・日本語126名、事業88名）

（２）  ボランティア育成・国際理解促進のための講座
＜日本語ボランティア基礎講座 in 千葉＞

・在住外国人に日本語を教えながら交流したいと希望するボラ
ンティアを対象に、千葉市で開催しました。

　（６～８月・全６日／参加者数：延195名）
＜日本語ボランティア・スキルアップ講座＞
・日本語ボランティアとして更なる資質向上を目指す方を対象
に、講座を開催しました。

　（12月・全２日／参加者数：延146名）
＜コミュニティ通訳研修＞
・通訳ボランティアが行政サービスの基礎的知識について学ぶ
研修を開催しました。

　（10月～11月・全４日／参加者数：延78名）
＜国際理解セミナー＞
・外国の文化や、考え方について理解を促進するための講座を
開催しました。（８月、10月、２月・計３回／参加者数：延299名）

＜国際協力パネル展＞
・国際協力や国際理解の意識を高めるため、関係機関と合同で
パネル展を実施しました。（４月）

＜ちば出前講座＞
・JICAと連携し、JICAボランティアOB／OGあるいは、在住
外国人を学校や公民館等へ紹介し、開発途上国や出身国での
体験等を語ってもらう講座を実施しました。（開催件数60件、
参加講師：JICA関係者32名、在住外国人39名）

＜国際フェスタCHIBA＞
・神田外語大学にて、国際交流・協力団体の活動紹介及び、
ステージパフォーマンス等を行いました。

　（５月／出展団体：26団体・来場者数：1,500名）
（３）様々な主体との交流・調整事業
＜国際交流・協力等ネットワーク会議＞
・県内の行政機関、民間国際交流団体や、地域の国際交流協会
等を対象に、実施事業の周知や、活動に関する情報・意見
交換のための会議を実施しました。（10月／参加者数：54名）

＜外国人相談担当者意見交換会＞
・在住外国人からの生活相談等に応じている担当者を対象に、
相談に役立つ知識の習得と情報共有、及び意見交換を行い
ました。（７月／参加者数：19名）

＜外国につながる子どものための日本語ボランティアの集い＞
・日本語を母語としない子どもを支援するボランティアに対し、
講演等を実施しました。（２月／参加者数：37名）

＜国際交流サロンの運営＞
・センター内に国際交流・協力を目的とした活動や交流の場を
提供しました。（利用回数：127回／利用者数：878名）

＜インターンシップ受け入れ＞
・学生の職業意識の向上及び国際交流・協力に関する理解促進
を図るため、県内の大学から1名の学生をインターンとして
受け入れました。（８月）

＜国際交流事業への後援＞
・県内の国際交流団体等が実施する９件の国際交流事業に対し、
後援名義の使用承認を行いました。

・ブラジル、アルゼンチンの千葉県人会に対し、千葉県と共に
活動に対する補助を行い、交流を推進しました。

＜各種関係機関・団体との連携＞
・法人・任意団体の構成員として、国際交流・協力の推進に
参画しました。

・各関係機関との情報交換等を目的とした会議に出席し、
情報・意見交換及び、ネットワーク形成の強化に努めました。

・県内の国際交流団体が実施するイベントに参加協力を行い
ました。

国際交流・国際協力・
　　　　　　　多文化共生社会づくり1

多文化共生時代のネットワークづくり2

千葉県国際交流センター　平成29年度事業結果
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千葉県国際交流センター内　JICA千葉デスク　国際協力推進員　永井　大策
TEL：043－297－0245　FAX：043－297－2753　E-mail：chiba-desk_nagai@friends.jica.go.jp

JICA千葉デスク Facebookページ
皆さんの「いいね！」をお待ちしています。

ＪＩＣＡ千葉デスクのページ

JICA CHIBA DESK 検 索

JICAが実施する「市民参加事業」には、日本のNGO／NPO等の団体の皆さまにご参加いただくことが
できる様々な事業があります。具体的には、NGO／NPO等の人材能力強化のための研修（PCM
セミナー）、国際協力に関心のある市民の皆様、法人・団体の皆様からの寄附金を、NGO／NPO等の
海外活動の支援に充てる事業（世界の人びとのためのJICA基金）、そして、NGO／NPO等の団体が
有する経験や技術を活かして自ら企画した開発途上国への協力活動を、JICAと 共同・協働で実施する
草の根技術協力事業です。

PCM（Project Cycle Management）手法は、開発プロジェクトの計画立案・実施・モニタリング・評価の
ための手法で、JICAをはじめ多くの開発援助機関で用いられています。JICAでは、全国各地で（主にJICA国内
拠点が会場）、このPCM手法の活用による国際協力事業の計画・立案の方法を学ぶコース（基礎編）と、モニ
タリング・評価の方法を学ぶコース（実用編）を実施しています。定員に限りがありますが、受講料は無料です。

HP：https://www.jica.go.jp/tokyo/event/2018/ku57pq00000iwwal.html

【国際協力活動を担当する方のための「PCM」手法を活用した事業マネジメント研修】

「世界の人びとのためのJICA基金」では、「持続可能な開発目標（SDGs）」の達成に向けて、開発途上国・
地域の人びとを支援する活動提案をいただき、採択された活動に対して１案件あたり100万円を上限として
支援するプログラムです。
　■募集期間：例年秋～冬
　■対象団体：開発途上国・地域の開発に貢献する非営利活動を、２年以上にわたり継続的に行っている団体
 　　　または、個人

HP：http://www.jica.go.jp/partner/private/kifu/09.html

【世界の人びとのためのJICA基金】

＜草の根パートナー型＞（国際協力の経験が豊富な団体向け）
　　■提案受付：年１回／事業規模：総額１億円以下／実施期間：５年以内
　　■対象団体：日本国の法人格を有するNGO等非営利団体、大学、公益法人、民間企業（非営利目的）等
＜草の根協力支援型＞（国際協力の第一歩を踏み出す団体向け）
　　■提案受付：年１回／事業規模：総額１千万円以下／実施期間：３年以内
　　■対象団体：任意団体を含むNGO等の非営利団体、大学、公益法人等（民間企業不可）
＜地域提案型／地域活性化特別枠＞（自治体と協力して実施する場合（提案団体は自治体です））
　　■提案受付：年１回／事業規模：3,000万円／6,000万円／実施期間：３年以内
　　■対象団体：自治体（ただし、実施団体は自治体が指定するNGO/NPO、公益法人等団体でも可）

HP：http://www.jica.go.jp/partner/kusanone/index.html

【草の根技術協力事業】

■【基礎編】 2018年10月12日（金）１日間　JICA東京国際センター 本館 講堂
 2018年11月１日（木）１日間　新潟県長岡市（調整中）　※全日程９：30～18：00
■【実用編】 2018年10月13日(土)～ 14日（日）２日間 JICA東京国際センター 本館 講堂
 ※全日程両日とも９：30～18：00　※２日間通しでの受講が前提となります。
■定　員 基礎編・実用編、いずれも定員30名程度（先着順）
 ※一団体から複数名応募をされる場合は、団体内での優先順位をお知らせください。
■受講料 無料（受講に係る旅費等については受講者負担となります。）
■申込方法 上記URLをご参照の上、各研修日の１週間前までにお申込みください。



公益財団法人 ちば国際コンベンションビューロー  千葉県国際交流センター
〒261-7114　千葉市美浜区中瀬2-6 WBGマリブイースト14F
TEL：043-297-0245　FAX：043-297-2753　E-mail：ied@ccb.or.jp

http://www.mcic.or.jp/へgo!
センター事業の紹介、最新ニュース、
講座やイベントなど役立つ情報を
掲載。

年３回発行
（７，11，３月）
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当センターの活動の趣旨に賛同し、支援してくださる
方を募集しています。会員には本誌の送付、情報提供、
有料事業参加への割引などの特典があります。

千葉県国際交流センター

個人会員　1口（2,000円）以上から
団体会員　1口（10,000円）以上から

多文化共生
社会づくり国際協力国際交流

賛助会員募集中！

第95号
2018.7
第95号
2018.7

参考スケジュール
２０２０大会
での活動

ユニフォーム等
受　取

各種研修共通研修オリエンテーション／面談応募登録
９月～12月 2019年 2019年 2020年

東京2020
オリンピック・パラリンピックを支える
ボランティア募集、いよいよスタート！
大会運営や競技運営を支える大会ボランティア、観光や交通案内を
通した「おもてなし」を行う都市ボランティアの募集がこの９月から
スタートします！
あなたの熱意や語学力、ボランティア経験を生かして、みんなで最高の
2020 年をつくりあげましょう！

大会ボランティア 都市ボランティア
競技会場や選手村などでの大会運営や競技運営のサポートを
行うボランティア。東京2020組織委員会が募集・運営します。

会場周辺の主要駅や空港などで交通・観光案内を行うボラン
ティア。千葉県が募集し、関係市町と連携して運営します。

競技会場、選手村、大会関連施設など

・2002年４月１日以前に生まれた方
・日本国籍を有する方又は日本に滞在する
　在留資格を有する方が応募可能

１日８時間程度
10日以上

案内（16,000～25,000人）／競技（15,000～17,000
人）／移動サポート（運転等）（10,000～14,000人）
／アテンド（8,000～12,000人）／運営サポート
（8,000～10,000人）／ヘルスケア（4,000～6,000
人）／テクノロジ（2,000～4,000人）／メディア
（2,000～4,000人）／式典（1,000～2,000人）
　※分野指定なしでの申込みも可。

公式ウェブサイトから申込み
9月中旬～12月上旬
　　　※詳細は東京2020組織委員会の公式ウェブサイトを
　　　　ご参照ください。

活動場所
エリア

応募に
あたって

活動時間
活動日数

活動分野
と

人数の目安

申込

応募期間

申込方法等詳細は以下公式ウェブサイトより
https://tokyo2020.org/jp/special/volunteer/

募集人数 ８万人

千葉会場、一宮会場、成田市内、浦安市内の
周辺・主要駅、成田空港

・2002年４月１日以前に生まれた方
・日本国籍を有する方又は日本に居住する資格を
　有する方
・日本語による簡単な会話（意思疎通）ができる方

１日５時間程度
５日程度

公式ウェブサイトもしくは郵送
（応募用紙希望の方は「都市ボランティア応募用紙郵
送希望」と明記した封筒に角２封筒（返信用住所・氏名を
書き、120円切手を添付）を入れて以下へ請求）
〒260-8667(住所記載不要）千葉県県民生活・文化課 行
　　　　　　　　　※応募用紙の発送は９月上旬を予定。

９月12日から12月10日まで

活動場所
エリア

主な要件等

活動時間
活動日数

申込

応募期間

千葉県　東京2020　都市ボランティア募集特設サイト 検 索

申込方法等詳細は以下公式ウェブサイトより

募集人数 ３千人

※大会ボランティア・都市ボランティアにより、各時期や研修回数・内容等は異なります。

申請取次行政書士に申請依頼をすると、申請人本人は
入国管理局への出頭が免除
されるので、仕事や学業に専念
することが可能です。

入管手続きは行政書士にお任せ下さい。

〒260－0013 千葉県千葉市中央区中央４丁目13番10号
TEL：０４３－２２７－８００９　FAX：０４３－２２５－８６３４

お問い合わせは…

千葉県行政書士会千葉県行政書士会
www.chiba-gyosei.or.jp/www.chiba-gyosei.or.jp/

広  告



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (None)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 350
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


